
平　成　２７　年　度（最終年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０１５）

公益信託自然保護ボランティアファンド活動助成

　　　　　　　　　　　　応　　募　　要　　項

　　　　　　　　公益信託自然保護ボランティアファンド


　　　　　　　　公益信託自然保護ボランティアファンド

　　（受　託　者）

　　　三井住友信託銀行　リテール受託業務部　公益信託グループ
　　　〒１０５－８５７４　東京都港区芝３－３３－１

　　　電　話　０３－５２３２－８９１０
　　　ＦＡＸ　０３－５２３２－８９１９

　　　　　

　　（運営協力機関）

　　　一般財団法人自然公園財団　（自然保護ボランティアファンド担当）

　　　〒１０１－００５１　東京都千代田区神田神保町２－２－３１

　　　　　　　　　　　　　第３６荒井ビル２階

　　　電　話　０３－３５５６－０８１８

　　　ＦＡＸ　０３－３５５６－０８１７

       Ｅ-Mail：ｂｅｓ＠ｂｅｓ.ｏｒ.ｊｐ

　　　　　　

平　成　２７　年　度

（最終年度）
公益信託自然保護ボランティアファンド活動助成応募要項
趣　　旨

　公益信託自然保護ボランティアファンド（ＮＣＶＦ）は、自然公園などにおける優れた自然を保護していく国民自らが実践する自然保護ボランティア活動を支援するために、

公益社団法人ゴルフ緑化促進会の基金をもとに設立され、趣旨に賛同する多くの人々の協力によって維持されている公益信託です。

　なお、公益信託自然保護ボランティアファンドは、平成２７年度をもちまして終了させていただくことになりました。従いまして、平成２７年度の活動助成が、最終の募集となります。
　公益信託自然保護ボランティアファンドは、我が国の 国立公園及び国定公園 における自然保護上重要な地域で行われている多様なボランティア活動

　例えば・・・・・・・

　○　高山植物などの植生復元活動や野生生物の生育環境保全活動

　○　侵略的外来生物（特定外来生物）から地域の生態系を守る活動
　○　登山道、探勝路、園地などの利用環境の維持活動

　○　自然公園のクリーンアップ活動

　○　公園を訪れる利用者への自然解説などの自然ふれあい推進活動

　○　次代を担う子供達たちを自然へと誘うための環境教育活動

　・・・・など、地域の理解や参加協力を得られる広範な活動を行っているボランティア団体の活動を支援します。特に大勢の人たちが主体的に参加できる機会を提供する活動や子供たちを対象とした活動の実践を期待しています。

応募に際し、申請書類に記載する事項が、助成金の支給対象者の選考等、当公益信託の

運営に必要な範囲内で、当公益信託の受託者・運営委員・信託管理人・運営協力機関が取得・利用すること、また助成金の支給が決定した場合は、氏名所属団体等の情報が、主務官庁へ提供される他、一般に公開されることについて同意のうえでご応募ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２７年　１月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益信託自然保護ボランティアファンド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　託　者　　三井住友信託銀行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運営協力機関　一般財団法人自然公園財団

１　対象となる活動

国立公園及び国定公園の自然保護上重要な地域における自然環境の保全に資する実践活動で、地域の理解や参加協力を得られる広範なボランティア活動であること。

○希少植物などの植生復元・植生地保全活動や野生生物の生育環境保全活動

○地域の生態系を守るための侵略的外来生物（特定外来生物）駆除活動

○登山道、探勝路、園地などの利用環境を快適な状態に維持協力する活動

○自然公園のクリーンアップ（美化清掃）活動

○自然公園利用者へのインタープリテーション活動などの自然ふれあいの推進

○次代を担う子供たちを自然へと誘うための環境教育活動

２　対象となる団体は助成の趣旨に合致し、かつ次の条件を全て満たす団体とします。

　(1)営利を目的とせず、会則もしくは一定のルールを持ち、代表者等の定めがあること

　(2)団体の構成、役員の選任方法、活動方針等の事業運営に重要な事項が、特定の者等の意志ではなく、会員の総意によって民主的・自主的に決定、運営されていること

　(3)申請団体（協議会）に、（一財）自然公園財団（本部または支部）か地元自治体（関係の機関を含む）または学識経験者（専門的な知識や経験を有するボランティア活動の助言者や協力者）のいずれかが構成員として参加していること

　(4)環境省各地方環境事務所（含む、各自然環境事務所）または都道府県自然保護担当部局または自然公園管理担当部局の推薦が得られること（市町村からの推薦は不可）
　＊当ファンドの助成を受けたことがない場合には、新たに助成申請団体（協議会）を設置していただく必要があります。資料１「助成申請の手引き」を参照してください。応募要項と申請書における「団体」の用例についても資料１を参照してください。

３　助成の金額・助成の期間について

　(1)助成金の総額：平成２７年度は２２０万円を予定しています。

　(2)助成金額：１団体３０万円を上限に助成します。助成申請金額は万円単位で申請してください。

　(3)助成は平成２７年度が最終年度となるため、原則、平成２８年２月までに完了できる活動を対象にします。

　(4)事務局による申請内容確認、運営委員会による審査・選考を経て助成（採択・不採択）及び助成額が決定されます。助成額は要望どおりではなく減額されることがあります。

　活動助成申請書に記載される“助成対象となる活動”の内容が、採択判断における基

本的な審査資料となります。また、自然公園内の活動助成につき、活動内容と対象地域

に関わる自然公園法上の遵守事項や手続きについては、公園管理当局－国や都道府県、

市町村の担当部署－との綿密な打ち合わせを行ってください。

　　助成決定後の助成金は、事業執行および経理の適正化を確保するため、協力機関である自然公園財団に交付された後、助成決定団体からの資金請求を受けて送金します。

　 
４　ボランティア活動に係る経費の助成対象（助成金の使途）

　　大原則は現地、現場におけるボランティア活動経費への助成です。

　◎当該活動に必要な作業用具、資材、作業服、資料の購入費やレンタル料。

　◎現地活動時の会員の交通費の補助。活動や作業のための車・船の借上料、利用料。

　　・交通費補助は日常的に活動している公園内での移動実費になります。必要不可欠であることや緊急性（天候急変や事故対処）があることが必須条件です。
　◎山間部、海浜部等での宿泊を伴う活動の際の会員の宿泊費補助（山小屋・民宿レベル）。

　　●１泊のみの７，５００円を上限とします。連泊滞在費は原則として対象外です。
　　●研修合宿のための宿泊費は対象外です。自己研鑽は自己負担してください。

　◎現地活動時のあくまでも臨時的補助的な安価な弁当や飲料水代（拡大解釈は絶対不可）
●食堂やレストランの飲食代は対象外です。自分の食事代は自己負担してください。
　◎当該活動に係る外部の講師や外部の専門家への謝金と実費交通費。

●高額な謝金、旅費、お車代を要するような著名人、高度な専門家の招請費用は対象外です。現地の活動に直接関与のない人寄せや動員目的の講師招請費も対象外です。

　◎当該活動に必要な資料等作成費（活動・解説マニュアル等、活動報告書等、機関誌等）

　◎当該活動に必要な事務用品購入、郵送料等（郵送代や宅配便代は可。電話代は不可）

　◎ボランティア活動のための保険料。●車や財物のための保険は対象外です。
　◎以上の他、現地現場での活動に必要とされる支出（その内容について、申請書に理由

説明欄を設けていますので、必要とするものがあれば、必ず記入してください）。

　　印刷物作成と講演会活動の支出には支出上限があります。これを超える時は自己資金を充ててください。特殊な事情がある場合には、申請書の理由説明欄にお書きください。

　○各種印刷物（マニュアル類、報告書等、会議資料、機関誌、ポスター、シール等）の作成費用に助成金を充てる場合、それらの合計額が助成金総額の３０％額を超えないようにしてください。助成金が３０万円なら、支出上限は９万円になります。

　○自ら主催する講演会や公開講座及び類似のイベント開催費用に助成金を充てる場合、それらの合計額が助成金の３０％額を超えないようにしてください。

　　次の経費は助成対象外です。助成金から支出することは一切できません。
　●外部、内部を問わず、研修会、講演会等への参加費・出張費・派遣費・宿泊費・食費
　●外部、内部を問わず、団体、個人との交流費・交際費・接待費・食費・食料費
　●外部、内部を問わず、懇親会・親睦会・宴会などの全費用

●外部への委託費（作業代、企画費、調査費、編集費など。但し印刷製本費は除く）

●講師あて交通費で実費額を超える「お車代」、海外から招聘する講師等の渡航費一切
　●人件費（賃金、全ての手当、日当、通勤費、旅費交通費、謝金等の一切を含む）

　●会員の居住地等から活動地への移動や通うための電車賃、バス代、レンタカー代、会員等のマイカー借上経費（遠隔地から現地への移動費用、継続的な定期的な日常的な移動経費は全て）

●団体の事務所等の購入費・維持費・修繕費・リース料・家賃・光熱水料費・電話料など事務所及び建物維持に関わる全ての費用

　●他の団体、法人、個人への会費、負担金、協賛金、共催費、寄付金、謝礼、土産代等
　●掲載料、放送料、賛助会費等のかかる広告・広報の費用

５　報告の義務・ボランティアファンド広報の必要（助成決定後のお願い）

　　活動の経過（中間報告＝１２月上旬提出）及び結果（決算報告＝３月上旬）について

報告していただきます。「報告」方法の詳細は、助成決定後の助成金送金の際にお知らせ

します。

　　ボランティアファンドは、多くの善意ある人々からの寄付金などによって支えられて

いる公益信託です。助成を受けて行う活動に関する報告書、機関誌、制作物等には、必ずボランティアファンドの助成金が交付されている旨の記載をお願いします。また、活動に関し、報道機関や自治体広報誌から取材などある場合には、ボランティアファンドの助成を受けていることを紹介してください。美化活動、自然解説活動、シンポジウム、公開講座など開催する時には、会員は勿論のこと、参加者にもボランティアファンドの趣旨をご説明ください。全国各地で繰り広げられている自然保護ボランティア活動が益々活発となるようご協力ください。

　

６　選　考　方　法

　　次の方々による運営委員会により、厳正に審査・選考します。

　　委　員　長　　正　田　泰　央　　

　　　委　　　員　　阿　部　宗　広　　(一財)自然公園財団専務理事

　　　　　〃　　　　笹　岡　達　男　　(一財)休暇村協会常務理事
　　　　　〃　　　　佐　藤　友美子　　追手門学院大学特別教授
　　　　　〃　　　　油　井　正　昭　　桐蔭横浜大学客員教授
〃　　　　親　泊　素　子　　江戸川大学社会学部教授
〃　　　　池　邉　このみ　　千葉大学大学院園芸学研究科教授

７　信　託　管　理　人

受託者の職務のうち重要な事項について承認を与えます。
　　　　　　　　　　小　賀　野　　晶　一　　　千葉大学法政経学部教授
８　応　募　方　法

　所定の申請書類に必要事項を記入して推薦者を経て、（一財）自然公園財団あてお送りください。応募の詳細については、資料１「助成申請の手引き」を参照してください。

９　応募締切日　　　平成２７年４月３日（金）必着でお願いします。

10　申請書の送付先（助成申請事務に関わるお問い合わせもお受けします）
〒　１０１－００５１　東京都千代田区神田神保町２－２－３１　第３６荒井ビル２階
　　一般財団法人　自然公園財団　　　公益信託自然保護ボランティアファンド担当

　　ＴＥＬ　０３－３５５６－０８１８　　　ＦＡＸ　０３－３５５６－０８１７
    http：ｗｗｗ．ｂｅｓ．ｏｒ．ｊｐ／　　E-mail：ｂｅｓ＠ｂｅｓ．ｏｒ．ｊｐ

11　そ　の　他　　　

　・提出していただいた書類は返却いたしません。コピー等の控えをおとりください。

　・選考結果は、推薦者、申請者双方に書面で通知します。通知の時期は、平成２７年６月中旬を予定しています。
・採択、不採択の理由は一切開示いたしません。　　　　　　　　　　　　　　以　上
資　料　　１　

公益信託　自然保護ボランティアファンド　

　　

　　助　成　申　請　の　手　引　き

「　団　体　の　用　例　」

＊用語の説明（応募要項、申請書、報告書等における「団体」の用例は、次のとおりです。

　①申請団体とは：助成申請するためと助成決定後に交付される助成金の執行及び経理の適正化確保のために、実際に現地で活動するボランティア団体（＝実施団体）と自然公園財団か地元自治体または学識経験者（当該ボランティア活動に対して専門的な知識や経験を有する助言者や協力者）との間で設置する「協議会」を指します。ただし、申請団体は必ずしも「○○協議会」という名称とする必要はありません。要は実体的に協議会組織で

　　　　　　　　あれば申請団体として認められます。

　　　　

　　　　　　　　　助成申請は、必ず、この協議会名で行っていただきます。

　　　　　　　　　なお、新たに協議会を設ける必要がある場合ですが、助成申請時の協議会形成は、関係者間の相互了解に止めておき、正式な設立事務は、助成決定後として差し支えありません。この場合、申請時には便宜的に仮協議会による申請となります。

　②実施団体とは：実際に現地でボランティア活動を行っているボランティア団体を指します。助成は、実施団体の活動を対象としています。したがいまして、

　　　　　　　　実施団体の活動とは直接関わりのない、申請団体（協議会）の他の活動に助成金を流用することは一切できません。

＊ボランティアファンドへの初めての助成申請であって、申請団体（協議会）をこれから設置する場合は、次のいずれかによります。協議会の正式な設立事務（助成決定後に合議確認書を取り交わすこと。必要となる時点で所定様式をお送りします）は、助成決定後で良いとしていますので、申請時には名目上の協議会のままで事務を進めてください。

①実施団体の活動地域である自然公園内に(一財)自然公園財団の支部がない場合または同一公園内にあっても遠隔地である場合には「実施団体と地元自治体（関係機関を含む）もしくは学識経験者」との間で申請団体となる「協議会」を設置していただきます。

②実施団体の活動地域である自然公園内の同一地域や近隣に、(一財)自然公園財団の支部がある場合、「実施団体と自然公園財団の当該支部」との間で申請団体となる「協議会」を設置していただきます。この場合に特例として、自然公園財団の支部がボランティア団体に参画することを条件に、協議会設立を必要としないことがあります。詳細は自然公園財団の本部・業務課あてにご照会ください。

自然公園財団の支部所在地はこの手引きの最終ページをご覧ください。
公益信託自然保護ボランティアファンド助成申請の手引き　　資料　１
　公益信託自然保護ボランティアファンドによる活動助成は、環境省地方環境事務所または都道府県自然保護担当部局等の推薦があった団体の中から選定することとしております。国立公園、国定公園内で自然保護ボランティア活動を行っている団体が助成申請する際には、この手引きをご覧の上で必要な書類を作成し、所定の期間内に提出してください、


(1)　推薦書（様式１）

　　ボランティア団体が活動している当該自然公園を所管する環境省地方環境事務所（含む自然環境事務所）または都道府県自然保護担当部局か自然公園管理部局の推薦を必要とします（市町村からの推薦は不可）。
(2)　平成２７年度ＮＣＶＦ活動助成申請書（様式２）

(3)　平成２７年度ＮＣＶＦ活動助成申請書の別紙１と２（様式３）

以上の様式は、資料２「助成申請様式」の中にあります。適宜コピーしてください。


(1)　推薦書（様式１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境省地方環境事務所または都道府県担当部局が、申請団体（助成申請のための協議会）

を推薦する内容で作成していただきます。記載内容は、申請者によって作成される「活動助成申請書の別紙１と２」を基に、次の要領でお願いします。

１　申請団体の構成：活動助成申請書別紙１のうち「申請団体の構成」をそのまま引き写

していただいて差し支えありません。

２　活動公園名と地区名：当該団体が活動している国立公園名・国定公園名と具体的な地名を記入してください。（例：中部山岳国立公園　上高地　というように記入）

３　団体の活動概要：活動助成申請書１のうち「実施団体の設立目的もしくは活動目的」をそのまま引き写していただいて差し支えありません。

４　推　薦　理　由：要点のみの簡潔な内容で結構です。ただし、助成対象の活動によって得られる成果への期待は、必ずお書きください。（箇条書き可）

★次のページの（2）（3）は申請団体向けの説明になります。申請の流れを把握していた

だくため、ご一読をおすすめします。

(2)　平成２７年度ＮＣＶＦ活動助成申請書（様式２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　「申請団体名」は、助成申請を行う協議会名を記入してください。

　「代表者名」は協議会の代表者名を記入してください。代表者「印」は、会の印、代

表者私印（認印も可）のいずれにても構いません。

　　「実施団体名」は、現地で活動している「ボランティア団体名」を記入してください。

２　「連絡先」は、実施団体あて当ファンドから直接連絡を行う際、確実に連絡の取れる連絡先を記入してください。申請書類を受け付けた後に、活動内容について照会することがあります。環境省自然保護官や都道府県・市町村の担当者が、ボランティア団体の事務局や世話人をされている場合は、役所の当該部署を連絡先とされて差し支えありません。その場合は必ずご担当者の現職名と個人名をお書きください。

３　「会計責任者名」は、助成金の出納管理を行う担当者のお名前を記入してください。

　代表者あるいは世話人が兼務している場合は、あらためて選任する必要はありません。

　ただし、兼務であっても、空欄とはせずに、必ずお名前を記入してください。

(3)　平成２７年度ＮＣＶＦ活動助成申請書の別紙１．２（様式３）　　　　　　　　　　　

１　「実施団体」欄には、現地のボランティア団体の名称を記入してください。

２　「申請団体」欄には、助成申請を行う協議会の名称を記入してください。

３　「申請団体の構成」欄に記入する名称は、実施団体、自治体、自然公園財団の支部、

　その他の関係機関・団体等の申請団体（協議会）構成者の全てを記入してください。記

入欄に書ききれない場合は、申請上必須とされる構成者２～３者程度で結構です。この

部分は、推薦者による推薦書(様式１)の「申請団体の構成」にそのまま転記されます。

なお、協議会構成者数の多い少ないは、選考には何の影響も及ぼしません。

４　「実施団体の設立目的もしくは活動目的」について

　　設立目的と活動目的は密接不可分につき、あえて別書きにする必要はありません。何を目的に活動しているかについてお書きください。（箇条書き可）

５　「①実施団体が助成を必要としている具体的な理由／②実施方法／③期待できる成果」

　　　①助成を必要とする現地・現場の状況

　　　②その保全や復元のために何を行っているか、何を行おうとしているか、具体的な活動内容（現地・現場での具体的な作業内容）

　　　③その活動によって、現地・現場ではどのような成果が期待できるか

　以上、箇条書き可

　　

６　「助成要望額」は、原則として３０万円までの額を万円単位で記入してください。
万円以下の金額は、切上げるか、切捨てをしてください。

　　　今回のファンドの助成金は、平成２７年度の活動を対象にしています。平成２７年度分の助成要望額を記入してください。

　　　助成決定の際に、採択審査の結果として助成要望額が減額されることがあります。

　　あらかじめご承知おきください。

７　「助成金の主なる使途（支出予定額の多い順に１件以上～３件以内記入）」について

　　支出予定金額の多いものについて１件から３件程度記入してください。記入内容は、

「具体的な購入物品名とその金額」、「具体的な制作物とその金額」、「具体的な行為とその金額」等々、はっきりと何に使うかが分かるようにしてください。少額物品の繰り返し購入や日常活動の少額支出累計などが主である場合でも、何のための支出か、例えば「登山道補修資材類購入○○，○○○円」というように、具体的な支出目的と支出予定合計額を記入してください。

　「活動費・調査費・記録費」のような費目名のみの記載の場合は、実際の使途が把握

できませんので、真っ先に減額対象となります。助成案件の審査選考の際に、具体的に

何にお金を使おうとしているのか不明では審査することができません。ご理解ください。

８　応募要項４「ボランティア活動に係る経費の助成対象」記載以外の必要支出について

　　あらかじめ規定されている内容以外に、特殊な事情や現地現場での活動に必要な支出があれば、その事情（理由）、具体的な支出内容、必要とする金額をお書きください。

　（箇条書き可）

９　「実施団体の収支状況」について

　　「収入の部の前年度実績と今年度計画」と「支出の部の前年度実績と今年度計画」とに分かれています。特に支出の部については、上の７での説明と同様ですが、「活動費」や「物品購入費」というような表現ではなく、できるだけ具体的な使途内容、買った物や制作した物の名称と費用をお書きください。今年度設立あるいは会員各自負担で前年度の収支実績が無い場合には、当然、記入の必要はありません。
注：ＮＣＶＦ活動助成申請書の別紙１．２（様式３）は運営委員会による審査の際の重要な資料となります。必ず必要な項目の記入をお願いします。各団体で作成した報告書等の別添は可能ですが、各項目を「別紙の通り」とだけ記入するような書き方は避けて下さい。

各様式のサイズはA4が規定となります。作成する際はA4サイズに収めて下さい。

両面印刷、両面コピーはしないで下さい。

(１)　応募方法（助成申請に必要な書類）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　＊推薦者にご用意いただくもの　　①推薦書（様式１）

　　＊申請団体及び実施団体でご用意いただくもの→推薦者に提出してください。

　　　②平成２７年度NCVF活動助成申請書　　　　　　　（様式２）

　　　③平成２７年度NCVF活動助成申請書の別紙１と２　（様式３）

　　以上の①、②、③を一括して自然公園財団にお送りください。

(２)　応募締め切り日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　平成２７年４月３日（金）必着でお願いします。

　　応募書類の提出は、期限ギリギリではなく、できるだけお早めにご提出ください。

　　助成申請は、応募要項配布以降、受付を開始しています。

(３)　応募書類（活動助成申請書）送付先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　助成申請事務に関わるお問い合わせもお受けします。

　　応募書類は返却できません。提出の際には控用のコピーをおとりください。

〒　１０１－００５１　東京都千代田区神田神保町２－２－３１　第３６荒井ビル２階

　　ＴＥＬ　０３－３５５６－０８１８　　　ＦＡＸ　０３－３５５６－０８１７

    http：ｗｗｗ．ｂｅｓ．ｏｒ．ｊｐ／　　E-mail：ｂｅｓ＠ｂｅｓ．ｏｒ．ｊｐ

(一財）自然公園財団　自然保護ボランティアファンド担当あて
(４)　選考結果について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　選考結果（採択と助成額・不採択）は、推薦者、申請者双方に書面で通知します。

　　結果をお知らせする時期は、６月中旬を予定しております。

注：助成決定後、助成金の送金は団体名義の銀行口座に行います。個人名義の銀行口座しかお持ちでない場合、団体名義の口座の設立をお願いします。口座の設立は助成決定後で差し支えありません。

　　　　　　　　　　以　上

資　　料　　２

公益信託　自　然　保　護　ボ　ラ　ン　テ　ィ　ア　フ　ァ　ン　ド　

　　　　　　　　　　助　　成　　申　　請　　様　　式

　　　

　　　　　　助成申請の際には、これらの様式をコピーしてお使いください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　様式　１

推　　　薦　　　書　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

公益信託自然保護ボランティアファンド

受託者　三 井 住 友 信 託 銀 行　 殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当部署）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成２７年度公益信託自然保護ボランティアファンドの助成先として次の団体を推薦

します。

　　　　申請団体名（協議会名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．申請団体の構成

　　構成機関名、団体名、学識経験者の氏名　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．活動公園名と地区名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．団体の活動概要（箇条書き可）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４．推薦理由（箇条書き可）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式　２

平成２７年度ＮＣＶＦ活動助成申請書

公益信託自然保護ボランティアファンド

受託者　三井住友信託銀行　殿

　平成２７年度公益信託自然保護ボランティアファンド活動助成について、別紙のとお

り申請します。　

　　なお、この申請書類に記載する事項は、助成金の支給対象者の選考等、貴公益信託の

運営に必要な範囲内で、貴公益信託の受託者・運営委員・信託管理人・運営協力機関が
取得・利用すること、また助成金の支給が決定した場合は、氏名所属団体等の情報が、
主務官庁へ提供される他、一般に公開されることについて同意のうえ応募します。

平成　　　年　　　月　　　日

申請者（申請団体名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　申請団体代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（個人印可）

　　実施団体名（現地で活動するボランティア団体の名称）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　連絡先（実施団体事務局または世話人の連絡先　と　事務担当者または世話人の氏名）

　　住　所　　〒　　　―

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　電話番号　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　　　　　

　　Ｅ-Mail　　　　　　　　　　　　　　　　

　　担当者または世話人氏名　　　　　　　　　　　現職名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　会計責任者名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

申請書の別紙―１　　平成２７年度分　　　　　　　　　　　　　　　　様式３






申請書の別紙―２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３


















知床国立公園　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

助成金の請求方法の詳細は、助成決定通知とともにお知らせします。





助成金の使途については以下をご覧ください。不明な点、確認事項などある場合には、運営協力機関である(一財)自然公園財団ボランティアファンド担当までご照会ください。





ボランティアファンド助成金は、お付合いや生活的経費に使うことはできません。





１　助成申請手続きに必要な書類について（申請時に一括して提出してください）





２　助成申請書類の作成（記載方法）について





３　応募方法について








　様式1　　推　薦　書





　様式２　　平成２７年度ＮＣＶＦ活動助成報告書





　様式３　　平成２７年度ＮＣＶＦ活動助成申請書の別紙１．２．








　　（参　考）　一般財団法人自然公園財団　支部住所








１　実施団体


（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの会の名称）





２　申請団体


（申請協議会の名称）





３　申請団体の構成（参画している機関名、団体名、学識経験者氏名　等々）









































４　実施団体(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの会)の設立目的もしくは活動目的　＊箇条書可


















































５　①実施団体(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの会)が助成を必要としている具体的な理由


　　②活動の実施方法　　　　　　③期待できる成果　　　　　　＊箇条書可





④平成　　年度中の他の助成団体・助成基金等への助成申請の有無と申請額→　有　　無





有の場合→●基金の名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●申請額　　　　　万円





７　助成金の主なる使途(支出予定額の多い順に１件以上、３件以内記入)


　１．　　　　　　　　　　　　　　　　　(支出予定額)


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円


　２．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円


　３．


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円





６　助成要望額














　　　　　万円


　





８　活動に係る経費の助成対象に記載されていない「助成金の使途」について・理由説明欄
































９　実施団体(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの会)の収支状況　(注)「NCVF助成」とはﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾌｧﾝﾄﾞの助成金を指す





前年度の実績（収支見込み）





今　年　度　の　収　入　予　算　計　画








収入の部





自己資金


寄付金等


　　　　　　　　


　　　　　　　　


★NCVF助成金





　　　　　　　円


　　　　　　　円


　　　　　　　円


　　　　　　　円


　　　　　　　円　





自己資金(会費など)


寄付金等


　　　　　　　　　


　　　　　　　　　


★NCVF助成要望額





　　　　　　　　　円


　　　　　　　　　円　


　　　　　　　　　円


　　　　　　　　　円


　　　　　　　　　円





収入合計





　　　　　　　円





収入予算合計





　　　　　　　　　円





前年度の支出実績(使途と金額)





今年度の支出計画(使途と金額)





内ファンド助成分








支





出





の





部





　　　　　　　　　　　　　　　　円


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　




















　　　　　　　　　　　  　円





　　 　  円 




















支出金額合計





　　　　　　　





支出計画合計





（本欄はボランティアファンド事務局使用）





事務局


使用





北海道斜里郡斜里町ウトロ西１８６－１０


　TEL　０１５２２－４－３０９３


北海道川上郡弟子屈町川湯温泉２－２－５


　TEL　０１５－４８３－２５６７


北海道釧路市阿寒町阿寒湖温泉１－１－１


　TEL　０１５４－６７－２７８５　


北海道千歳市支笏湖温泉


　TEL　０１２３－２５－２４５３


北海道登別市登別温泉町


　TEL　０１４３－８４－３１４１


北海道有珠郡壮瞥町昭和新山１８８－５


　TEL　０１４２－７５－２２４１


北海道亀田郡七飯町大沼町１０２４－１


　TEL　０１３８－６７－３４７７


青森県十和田市奥瀬字十和田湖畔４８６


　TEL　０１７６－７５－２３６８


(春～秋)岩手県八幡平市見返峠


　TEL　０９０－２２７０－８２０５


(冬)　秋田県鹿角市花輪字柳田５４


　TEL　０１８６－２２－０４７６　


福島県福島市在庭坂字石方１－４


　TEL　０２４－５９１－３６００


栃木県日光市湯元


　TEL　０２８８－６２－２４６１　


群馬県吾妻郡草津町草津天狗山４６４－１


　TEL　０２７９－８８－４９７２　


神奈川県足柄下郡箱根町元箱根164


　TEL　０４６０－８４－５７２０　


(春～秋)長野県松本市安曇上高地


　TEL　０２６３－９５－２４３３　


(冬)　長野県松本市安曇島々


　TEL　０２６３－９４－２５３７


鳥取県西伯郡大山町大山４０－３３


　TEL　０８５９－５２－２１６５


鳥取県鳥取市福部町湯山２１６４－６６１


　TEL　０８５７－２３－７６５２


徳島県鳴門市鳴門町鳴門公園


　TEL　０８８－６８７－０２７５　


長崎県雲仙市小浜町雲仙３２０


　TEL　０９５７－７３－２５４３　


熊本県阿蘇市黒川９７４－９


　TEL　０９６７－３４－２１７１　


宮崎県えびの市えびの高原


　TEL　０９８４－３３－３００２


鹿児島県霧島市田口高千穂河原


　TEL　０９９５－５７－２５０５　





知床支部





川湯支部





阿寒湖支部





支笏湖支部





登別支部





昭和新山支部





大沼支部





十和田支部





八幡平支部





　　　　冬期事務所





浄土平支部





日光支部





草津支部





箱根支部





上高地支部





　　　　冬期事務所





鳥取支部(大山事業地）





鳥取支部





鳴門支部





雲仙支部





阿蘇支部





えびの支部





高千穂河原支部





知床国立公園





阿寒国立公園





　　〃





支笏洞爺国立公園





　　〃





　　〃





大沼国定公園





十和田八幡平国立公園





　　〃











磐梯朝日国立公園





日光国立公園





上信越高原国立公園





富士箱根伊豆国立公園





中部山岳国立公園











大山隠岐国立公園





山陰海岸国立公園





瀬戸内海国立公園





雲仙天草国立公園





阿蘇くじゅう国立公園





霧島錦江湾国立公園





　　〃












































　　　住　　　　　　　　　所





　　支　部　名





　一般財団法人自然公園財団　支部名と住所





財団支部が所在する


自　然　公　園　名








